
     透析医療におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）      

 

透析医療では、患者が旅行透析や入院透析などいくつかの施設で治療を受けるため、

転院先に FAX による透析情報の提供を行っています。しかし、電子カルテや透析情報管

理システムの情報を共通化することで、FAX なしに情報提供ができる可能性があります。 

この課題を解決するため、厚生労働科学研究により「透析情報標準 HL7 FHIR 記述仕

様」が策定され、2024 年 8 月に医療情報標準化推進協議会（HELICS）標準に採択されま

した。この「透析情報標準 HL7 FHIR 記述仕様」により FAX なしでの情報共有が可能とな

り、患者様がどの施設でも安心して透析を受けられることが期待されています。 

本企画では、透析医療における DX のこれから、透析情報 HL7 FHIR 標準について、実

際の使用方法について説明します。 

 

        日時 

2024 年 12 月 1 日（日） 13：00～15：00 

 

      場所 

コモレ四谷タワーコンファレンス 3 階 Room F 

東京都新宿区四谷 1-6-1 

TEL: 03-6416-4402 

 

           プログラム 

• 透析医療における DX の現状とこれから～災害時の活用を含めて～ 

講師：菊地 勘 先生 

（東京都区部災害時透析医療ネットワーク 代表世話人） 

• 透析情報標準規格 HL7 FHIR の記述仕様 

講師：岡田 美保子 先生 

（一般社団法人医療データ活用基盤整備機構 代表理事） 

• 院内データから FHIR 規格への変換 

講師：長瀬 嘉秀 先生 

（株式会社テクノロジックアート 代表取締役） 

 

     お問い合わせ先 

東京都区部災害時透析医療ネットワーク 事務局 

電話 03-5767-7371、FAX 03-5767-7372 

E-mail：tokyo23.saigai-touseki@ext.toho-u.ac.jp 

 

主催  

東京都区部災害時透析医療ネットワーク 

共催  

厚生労働科学研究 「HL7 FHIR を用いた汎用性の高い情報利活用の方法論の確立と 

実装に向けた課題整理と対応策の検討に関する研究」 

mailto:tokyo23.saigai-touseki@ext.toho-u.ac.jp


【事前参加登録方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通アクセス】 

 

ご参加には事前参加登録が必要となります。 

以下の URL 又は、二次元コードより参加申込をお願いいたします。 

なお、会場の都合上 先着 100 名様までのお申込みとさせていただきますことを 

ご了承くださいますようお願いいたします。 
 
※申込期限 ： 11 月 25 日（月） （先着 100 名様） 
 
【参加申込 URL】                    

https://forms.gle/BNWUQQfkafnQoTXU6   

 

 

 

 

 

 

  

 


